
げ
が
良
好
だ
っ
た
こ
と
も
追

い
風
と
な
り
、
保
険
料
が
全

額
社
会
保
険
料
控
除
さ
れ
節

税
に
な
る
こ
と
を
売
り
言
葉

に
、
市
就
農
担
当
と
連
携
し

て
窓
口
相
談
で
の
周
知
を
行

っ
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
老
後

の
支
え
に
な
り
、
経
営
継
承

を
通
じ
て
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
つ
な
げ
る
農
業
者
年

金
で
農
業
振
興
を
図
ろ
う

と
、
加
入
推
進
に
一
層
打
ち

込
む
考
え
だ
。

せ
、
利
用
す
る
Ｊ
Ａ
支
店
か

ら
チ
ラ
シ
配
布
や
、
農
業
者

の
集
会
で
の
Ｐ
Ｒ
、
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
な
ど
説
明
、
声
か
け
に

よ
り
認
知
度
向
上
に
つ
な
げ

た
。さ

ら
に
、
昨
年
12
月
の
家

族
経
営
協
定
調
印
式
で
制
度

説
明
と
声
が
け
を
行
い
、
後

継
者
や
夫
婦
加
入
の
流
れ
を

つ
く
り
、
若
い
農
業
者
14
人

の
加
入
に
つ
な
げ
た
。

主
力
品
目
で
あ
る
ト
マ
ト

・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
売
り
上

の
周
知
と
好
機
を
逃
さ
ず
声

か
け
を
行
う
こ
と
。
Ｊ
Ａ
ひ

だ
と
対
象
者
を
す
り
合
わ

【
岐
阜
】
農
業
者

年
金
の
加
入
推
進
に

力
を
入
れ
る
高
山
市

農
業
委
員
会
（
鴻
巣

明
久
会
長
）
は
、
年

間
加
入
目
標
４
人
に

対
し
て
19
人
が
加

入
。
県
内
１
位
の
加
入
実
績

で
活
動
を
先
導
し
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
農
業
者
へ

来
の
不
安
か
ら
離
農
す
る
農

家
も
増
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
村
は
農
業

の
課
題
に
対
し
村
一
丸
で
対

応
し
よ
う
と
、
２
０
２
３
年

度
か
ら
川
上
村
野
菜
生
産
販

売
戦
略
協
議
会
（
会
長
＝
由

井
明
彦
村
長
）
で
の
検
討
を

本
格
的
に
開
始
し
た
。

協
議
会
は
、
村
内
３
農
協

や
生
産
者
団
体
の
ほ
か
同
村

農
業
委
員
会
（
堀
込
敏
明
会

長
）
が
メ
ン
バ
ー
。
こ
う
し

た
課
題
の
ほ
か
、
レ
タ
ス
や

白
菜
に
代
わ
る
新
品
目
の
検

討
、
農
業
に
関
す
る
企
業
の

誘
致
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

関
係
者
は
「
一
筋
縄
で
い

か
な
い
難
題
ば
か
り
だ
が
、

村
農
業
を
発
展
さ
せ
農
家
が

安
定
的
な
経
営
を
行
え
る
よ

う
一
丸
と
な
っ
て
対
応
策
を

検
討
し
て
い
く
」
と
話
し
て

い
る
。

（
川
上
村
農
業
委
員
会
）

【
長
野
】
平
均

標
高
１
３
０
０
㍍

の
川
上
村
は
、
夏

で
も
冷
涼
な
気
候

を
生
か
し
た
高
原
野
菜
の
生

産
が
盛
ん
で
、
中
で
も
夏
秋

レ
タ
ス
の
出
荷
量
は
全
国
１

位
を
誇
る
。

農
業
が
盛
ん
な
川
上
村
で

は
近
年
、
野
菜
価
格
の
低
迷

や
経
費
の
高
騰
、
後
継
者
不

足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
将

工
す
る
講
座
も
行
う
。
新
た

な
発
想
や
新
技
術
に
挑
戦

し
、
農
業
者
や
農
業
を
志
す

人
が
集
い
、
未
来
に
向
け
て

活
動
す
る
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
実
践
場
と
し
て
運
用

す
る
。

４
月
21
日
に
は
、
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
最
新

の
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
研

修
会
や
親
子
向
け
の
ド
ロ
ー

ン
操
作
体
験
、
高
糖
度
ト
マ

ト
の
収
穫
体
験
な
ど
を
実
施

す
る
。
関
係
者
は
「
農
業
の

新
た
な
魅
力
を
ぜ
ひ
体
験
し

て
ほ
し
い
」
と
来
場
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

（
長
岡
市
農
業
委
員
会
）

市
民
向
け
の
ス
マ
ー
ト
農

業
体
験
や
地
場
産
食
材
を
加

【
新
潟
】
農
業
体
験
施
設

と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
、
ふ
る
さ
と
体
験
農
業

セ
ン
タ
ー
「
農
の
駅
・
あ
ぐ

ら
っ
て
長
岡
」
が
４
月
２

日
、
次
世
代
農
業
推
進
拠
点

施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。

今
後
は
農
業
用
ド
ロ
ー

ン
、
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
な
ど

の
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
や
、

最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
次

世
代
園
芸
施
設
で
の
実
証
実

験
な
ど
を
実
施
す
る
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
農
業
の
省
力

化
や
食
品
加
工
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
を
後
押
し
し
、
市

内
農
家
の
経
営
強
化
を
め
ざ

す
。

さ
れ
、
蒲
郡
市
と
東
浦
町
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

蒲
郡
市
で
は
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
方
式
の
座
談
会
を
各

地
区
で
開
き
、
果
樹
主
体
の

地
域
農
業
の
将
来
像
に
つ
い

て
農
業
者
の
意
向
を
集
約
し

た
。
東
浦
町
で
は
、
農
地
を

集
約
す
る
に
あ
た
り
、
場
所

に
よ
っ
て
日
当
た
り
や
水
利

条
件
な
ど
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
地
図
化
し
た
う

え
で
話
し
合
い
を
進
め
た
。

【
愛
知
】
県
農
業
会
議

（
川
上
万
一
郎
会
長
）
は
３

月
27
日
、
県
三
の
丸
庁
舎
で

臨
時
総
会
を
開
き
、
総
会
議

案
の
審
議
に
続
い
て
「
農
地

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
」
を
満
場

一
致
で
決
議
し
た
。
農
地
を

確
保
し
、
有
効
利
用
し
て
将

来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

①
農
業
委
員
会
の
体
制
整
備

②
農
業
委
員
と
推
進
委
員
に

よ
る
現
場
活
動
の
強
化



な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、

市
町
村
が
策
定
す
る
地
域
計

画
に
農
業
委
員
会
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
か
を
議
題

に
、
目
標
地
図
の
県
内
で
の

作
成
進
捗
状
況
な
ど
が
説
明

設
置
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
近
年
は
サ
ル

の
被
害
が
減
少
し
て

い
る
。

町
で
は
、
農
業
者

の
営
農
意
欲
を
維
持

す
る
た
め
に
、
本
年

度
も
野
生
鳥
獣
の
捕

獲
に
力
を
入
れ
て
い

く
。（

和
束
町
農
業
委
員
会
）

し
、
被
害
抑
制
の
た
め
17
～

18
年
に
大
型
檻
を
２
カ
所
に

事
業
と
し
て
捕
獲
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

町
内
２
カ
所
に
設
置
し
た

大
型
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
捕
獲
檻
は
、

ス
マ
ホ
で
現
場
の
映
像
を
確

認
し
な
が
ら
遠
隔
操
作
で
捕

獲
す
る
仕
組
み
で
、
昨
年
度

は
、
シ
カ
８
頭
と
イ
ノ
シ
シ

１
頭
を
捕
獲
し
た
。

和
束
町
で
は
２
０
１
０
年

代
に
サ
ル
の
被
害
が
深
刻
化

【
京
都
】
府
南
部
の
和
束

町
は
、
茶
業
が
基
幹
産
業

で
、
山
林
が
全
体
の
７
割
以

上
を
占
め
る
中
山
間
地
域
の

た
め
、
シ
カ
、
サ
ル
、
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
毎
年
度
、
町
の

農業委員会活動の事例を聞く出席者

の
約
２
倍
と
な
る
１
０
０
日
の
飼
育
期

間
を
経
て
じ
っ
く
り
と
育
て
、
歯
ご
た

え
の
あ
る
肉
質
が
特
徴
だ
。

試
合
は
３
対
０
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ナ

姫
路
が
勝
利
し
、
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を
務

め
る
同
高
の
竹
内
優
貴
さ
ん
が
、
最
も

活
躍
し
た
選
手
と
し
て
姫
路
の
田
中
咲

希
選
手
を
選
出
し
、
贈
呈
し
た
。

竹
内
さ
ん
は
「
ひ
ょ
う
ご
味
ど
り
は

暑
さ
に
弱
い
の
で
、
体
調
管
理
に
気
を

付
け
て
育
て
た
。
お
い
し
く
食
べ
て
次

の
試
合
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

【
兵
庫
】
播
磨
農

業
高
校
の
生
徒
が
育

て
た
鶏
肉
「
ひ
ょ
う

ご
味
ど
り
」
が
、
３

月
９
日
に
開
か
れ
た

Ｖ
リ
ー
グ
・
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ー
ナ
姫
路
対
Ｊ

Ａ
ぎ
ふ
リ
オ
レ
ー
ナ

の
試
合
で
最
も
活
躍
し
た
選
手
に
贈
呈

さ
れ
た
。

ひ
ょ
う
ご
味
ど
り
は
、
１
９
９
１
年

に
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

が
開
発
し
た
ブ
ラ
ン
ド
鶏
。
通
常
の
鶏

農
年
加
入
推
進
を
先
導

好
機
逃
さ
ず
Ｐ
Ｒ

県
内
１
位
の

人

岐阜･高山市農業委員会 ラエキスだけで商品化した。価格は

720㍉㍑入り１瓶が3850円（税込

み）。

ジャバラは、ユズやダイダイ、カ

ボスの仲間で「邪を払う」という縁

起の良い柑橘類。近年では、花粉症

に効果があるとの研究結果が発表さ

れるなど、消費者の注目を集めてい

る。

同村では、村おこしの一環として

特産のジャバラを使った商品開発に

力を入れており、昨年10億円かけて

ジャバラの加工場を整備した。

村では「商品の販売を通じて、多

くの人にジャバラの里をＰＲしてい

ければ」と話している。

【和歌山】全国唯一の飛び地の村

として知られる北山村では、特産柑

橘の「ジャバラ」を使った新商品

「邪払蜜酒」の販売がスタートし、

話題を呼んでいる。

原料にとことんこだわり、加水や

酸味料による調整を一切行わず、日

本酒、蜂蜜、ジャバラ果汁、ジャバ

和歌山･北山村

一
面
に
広
が
る
レ
タ
ス
が

壮
観
な
川
上
村
の
畑

農
地
利
用
の

最
適
化
へ

総
会
で
申
し
合
わ
せ

愛
知
県
農
業
会
議

長野･川上村

ス
マ
ホ
で
野
生
鳥
獣
を
捕
獲

町
内
に
設
置
し

た
大
型
檻

京
都･

和
束
町

Ｖ
リ
ー
ガ
ー
に
鶏
肉
贈
呈

Ｖ
リ
ー
ガ
ー
に
鶏
肉
贈
呈

育
て
た｢

ひ
ょ
う
ご
味
ど
り｣

活
躍
選
手
に

育
て
た｢

ひ
ょ
う
ご
味
ど
り｣

活
躍
選
手
に

田中選手（左）に贈呈する竹内さん

新潟･次世代農業推進拠点施設新潟･次世代農業推進拠点施設

野
菜
の
戦
略
組
織

検
討
を
本
格
開
始

農
業
発
展
経
営
安
定
へ
一
丸
で

の
被
害
は
甚
大
。
震
災
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
能
登
の
方
々
に
農
業
委
員

会
と
し
て
何
か
力
に
な
り
た
い
」
と

支
援
の
趣
旨
を
話
す
。
農
業
委
員
の

江
藤
万
紀
子
さ
ん
（
71
）
は
「
被
災

者
か
ら
の
『
お
い
し
か
っ
た
』
と
い

う
言
葉
は
う
れ
し
い
。
実
施
し
て
よ

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
す
。

粕
汁
の
提
供
を
受
け
た
鵠
巣
地
区

の
避
難
者
か
ら
は
「
寒
い
日
が
続
い

て
い
る
の
で
体
が
温
ま
る
。
本
当
に

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
声
が
あ
が

っ
て
い
た
。

【
石
川
】
野
々
市
市
農
業
委
員
会

は
３
月
１
日
、
能
登
半
島
地
震
で
被

災
し
同
市
に
避
難
し
て
い
る
輪
島
市

鵠
こ
う
の

巣す

地
区
の
住
民
に
鮭
の
粕か

す

汁
を

提
供
し
た
。

粕
汁
の
材
料
は
農
業
委
員
ら
で
準

備
し
、
野
菜
は
野
々
市
市
産
の
も
の

を
使
用
。
野
々
市
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
調
理
が
行
わ
れ
た
後
、
市
内
２
カ

所
の
避
難
所
、
約
80
人
の
被
災
者
に

粕
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

同
市
農
業
委
員
会
の
佛
田
利
弘
会

長
（
63
）
は
「
能
登
の
農
家
や
農
地

80
人
に
鮭
の
粕
汁
提
供

避
難
所
80
人
に
鮭
の
粕
汁
提
供

避
難
所
80
人
に
鮭
の
粕
汁
提
供

鮭の粕汁を提供する農業委員

石川･野々市市農業委員会

能登地震被災者に炊き出し能登地震被災者に炊き出し

｢邪払蜜酒｣が発売好評
ジャバラの村に新商品

｢邪払蜜酒｣が発売好評

農業イノベーション実践場へ
｢あぐらって長岡｣がリニューアル

邪
払
蜜
酒
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

（
北
山
村
提
供
）

兵庫
播磨農高生

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
（

年
８
月
９
日
）

加
入
推
進
資
材
を
持
つ
鴻
巣

会
長
（
写
真
提
供
＝
高
山
市

農
業
委
員
会
）

中日本 ８年(令和6年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


